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教材開発構想シート

（学籍番号）　　　　　　　（氏名）　　　　　　　　　　

		Ａ．基本情報



		１

		教材名

		教材の内容が分かる仮タイトル・名称



		２

		作成者

		教材を設計・作成した担当者名



		３

		対象学年

		想定している学年・レベル



		４

		使用科目

		教材を使用する科目名・授業回 等



		Ｂ．開発の背景・目的



		１

		教材開発の動機または課題

		既存授業で感じている課題、改善したい点、開発の動機



		２

		学習目標

		本教材を通して学習者に身につけてほしい力・理解・態度



		Ｃ．教材の概要



		１

		教材の形式

		スライド、動画、ワークシート、フィールドワーク、その他の具体例



		２

		使用時間

		授業内で使用する時間の目安



		３

		学習形態

		個人学習／グループワーク／全体討議など



		Ｄ．学習内容・構成の考え方



		１

		主な学習内容

		扱うテーマ、知識、事例、資料の概要



		２

		学習活動の流れ

		導入からまとめまでの学習活動の大まかな流れ



		３

		学習成果

		授業後に期待される理解、思考、行動、成果 等



		Ｅ．教材の工夫・特徴



		１

		学習者参加の工夫

		学習者が主体的に関わるための仕掛けや活動



		２

		活用するメディアや資料

		使用するデータ、映像、資料、ICTツールなど



		３

		独自性

		既存教材との違い、新規性、工夫した点



		Ｆ．評価の考え方



		１

		評価方法

		学習成果をどのように確認・評価するか（例：発言、成果物、活動など）



		Ｇ．今後の課題・改善点



		１

		課題・留意点

		実施を想定した際の時間配分、学習者の理解度等に関する懸念点など



		２

		改善・発展の可能性

		実施に向けた改善案や他授業・他学年への展開の可能性





（作成日：2025年　月　日）

